
1 

平成２６年度第１回 田辺市地域公共交通会議（中辺路地域） 会議録（要点抜粋）

開 催 日 時 平成２６年７月７日（月）午後３時１０分～午後３時５５分 

開 催 場 所 田辺市青少年研修センター（教育研究所）３階会議室 

内 容 

 

 

１．開会 

２．委員紹介 

３．議題 

（１）龍神自動車株式会社のバス路線廃止について 

（２）廃止路線に係る対応策について 

４．その他 

５．閉 会 

 

出 席 委 員 

 

平田委員、谷端委員、庄司委員、田伏委員、川畑委員、五十嵐委員 

田中委員、森下委員、髙瀬委員、西村委員、小野谷委員、山本委員 

松川委員、鈴木委員 

          

計１４名

 

欠 席 委 員 

 

鈴木委員、加藤委員、多禰委員 

                                

計 ３名

 

事 務 局 

 

早田企画広報課長 榎本企画調整係長 新家主査、竹中主査、松本主査

 

計５名 

 

報 道 関 係 

 

紀伊民報 

 

 

傍 聴 者 

 

１０名 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事業者 

 

 

事務局 

 

 

 

運輸支局 

 

事務局 

 

運輸支局 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

・田辺市地域公共交通会議条例に基づき、田辺市地域公共交通会議の概要

について説明するとともに、本日の議題については、バス路線の廃止及

びその対応策に係る案件であることを説明。 

・本日の会議は田辺市地域公共交通会議条例第５条第２項の規定に基づき、

会議が成立していることを報告。 

 

２．委員紹介 

・出席委員及び事務局職員が各自自己紹介 

・また、３委員の欠席及びオブザーバーとして和歌山県総合交通政策課か

ら担当職員が出席していることを報告。 

 

３．議事 

田辺市地域公共交通会議設置要綱第５条の規定に基づき、会長（市長が指

定する者＝田辺市企画部長）が議長となる。 

 

（１）龍神自動車株式会社のバス路線廃止について 

路線廃止に至った経緯及び廃止路線の状況について説明。 

 

（２）廃止路線に係る対応策について 

①路線バス事業者からのバス路線再編の申し入れ以降の対応等につい

て、②今後の対応について、③路線廃止に伴う当面の代替運行について

説明。 

 

スクールバスの運行についてはどういった運行形態となるのか。 

 

市が所有する車両において白ナンバーでの運行となる。 

 

使用車両については 10 人乗りもしくは 14 人乗り車両となっているが、

利用状況等を勘案しながら運行していただきたい。 

 

現状は路線バスもある中で、住民バスについては、週１日、１往路のみ

の運行となっているが、このたび路線バスが廃止されることにより、市か

らこのような代替策が示されることとなったが、利用者からは大変ありが

たいといった声を聞いている。 

今回は週２日の運行ということであるが、利用状況を見ながら今後の運

行形態については検討いただきたい。 
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Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

Ｂ委員 

 

事業者 

 

 

 

 

Ａ委員からも話があったとおり、これまで１往路の運行であったのが往

復できるということはかなりの進歩である中で、とりあえず週２日ではあ

るが、この運行形態で運行をお願いしたい。 

 

 その他、意見等はなく、上記各議題については承認される。 

 

４．その他 

本年度、市では公共交通再編計画の策定に着手しており、今後、計画策

定にあたり、委員の皆さん方には何かとご協力等をお願いすることになろ

うかと思うが、ご協力いただくようお願いする。 

 

今回の廃止路線について、熊野古道歩きの方々の利用はあるのか。 

 

乗降調査等を行う中で熊野古道歩きの方々の利便性も考慮した運行形態

を検討していきたい。 

 

 

【閉会】 

 


